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１．危険さがし解説 

 
（１）ねらい 

安全に関する授業の導入として作成されたプログラムです。 
生活場面のイラストを見て、危険なところを探す、なぜ危険なのか、どうすれば安

全に生活できるのかを問いかけながら、考えさせることを目的としています。 
 
（２）使い方 

イラストは６つの生活場面を用意しています。 
「危険さがし」として複数の場面を使用したり、小学校入学時には公園（遊具の使

い方）の場面、夏休み前には花火の場面を、それぞれ単独で使用するなど、様々な活

用が可能です。児童の発達段階に応じて選択ができます。 
各場面のねらいと、どのような注意喚起が必要かは、次ページ以降に示しています。 
また、ワークシートと併せて使用することもできます。 

 
 
 
 
危険さがしイラスト一覧 
 

自転車 公園 花火 

   
台所 居間 風呂場 
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自転車 

 
 

【ねらい】自転車に乗る前や、乗っているときに、以下の項目を気をつけなければ、大き

な事故につながることを理解する。「ルールを守る」「服装・持ち物に注意」 
 
○自転車や車は左、歩行者は右のルールを守る。スピードは出さない。 
○自転車に乗るときは、動きやすい服装で乗る。 
○転がるボールや、かごに入りにくい物は、専用のバックに入れて持ったり、かごにネ

ットをかぶせ落ちないようにする。 
○自転車に乗るときは、サイズの合ったヘルメットをかぶる。 
 
！スピードを出すと、何かとぶつかりそうになったときなども急に止まれない。  
！服やひもなどがタイヤに巻き込まれたら、自転車は急に止まり転んで怪我をするおそ

れがある。  
！運転中に足を広げていると、横を走ってきた車や歩いている人に足がぶつかり、自分

だけでなく歩いている人にも怪我をさせるおそれがある。 
！カゴから飛び出したボールがそばを歩いている人に当たれば、歩いていた人が転んで

しまい怪我をするおそれがある。 
！転がるボールを取ろうとして追いかけると、あわてているので周りが見えず、歩行者

や車にぶつかり、怪我をするおそれがある。 
！ぶつかったり転んだとき、ヘルメットをかぶっていない場合、頭などにより大きな怪

我をするおそれがあることから、自転車に乗るときはヘルメットをかぶるようにする。 
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公園 

 
 

【ねらい】公園は多くの子どもたちや大人が集まる場所。色々な遊びをしている中で危険

があることを理解する。「ルールを守る」「まわりの安全を確認する」 
 
○人が乗っているブランコに近づかない。 
○すべり台では、下から上がってはいけない。 
○遊ぶときの服装は、遊具に巻きついたり引っかかったりしない服装を選ぶようにする。 

 
！ボールを追いかけることに夢中になると、周りが見えない。一方で、ブランコに乗って

いる子どもは後ろが見えない。二人とも気が付かず、ぶつかって怪我をするおそれが

ある。 
！すべり台を滑るときは、下に誰もいないこと、おもちゃなどぶつかるものがないことを

確認する。下から上がっている人とぶつかったり、すべり台から落ちたりすれば、二人

とも怪我をするおそれがある。 
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花火 

 
 
【ねらい】火を使うことは、やけどや火事になる危険があることを理解する。 

「大人と一緒に」「火に近づかない」「火を近づけない」 
 
○花火は火を使うので、必ず大人と一緒にする。 
○マッチ、ライターなど火を付ける道具は、必ず大人と一緒に使う。 
○火を使う時は、必ず水の入ったバケツを近くに置く。 
○花火は絶対に振り回さない。 
○花火は極力風のない日に楽しむ。 

 
！花火が終わったように見えても、顔を近づけない。まだ火が残っていることがある。 
！火をつけたのに、花火の火が出ないときは、突然火を噴くときがある。絶対に顔は近

づけないで、そのままバケツの水に入れる。 
！花火を振り回すと、近くの服や物に火がついて燃えてやけどをするおそれがあるので、

絶対に振り回さない。 
！風が強いときは、火が飛び散って周りの物に火が付き、火事になるおそれがあるので注

意する。 
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台所 

 
 
【ねらい】台所は、電気・ガスなどの器具、包丁など、使用には注意が必要な道具が集ま

っている場所。使い方次第でやけどをしたり、怪我をすることもある危険な場

所であることを理解する。「火に注意」「包丁に注意」 
 
○家の人が包丁を使っているときは、危険なので近づかない。 
○鍋が火にかかっているとき、やけどをする危険があるので、そばに近づかない。 
○電子レンジは使い方に注意する。 
 
！電子レンジは便利だが、使い方によっては危険なことがある。食材、食器に注意し、

使用上の注意をよく読んで使用する。 
 ！タコ、イカなど、電子レンジで温めただけで爆発する食品がある。 
！金の装飾皿などは、電子レンジで温めると火花を散らすことがある。 
！電子レンジで牛乳を温める時、温め過ぎるとコップから溢れる場合がある。コップの

持ち手が熱くてやけどをすることがある。 
！電子レンジで温めたり取り出した後に、突然、沸騰爆発する突沸（とっぷつ）現象が

起きて、やけどをすることがある。 
！電子レンジなど、子どもが使うかもしれない器具は、高い場所に置かない工夫が必要。 
高い場所に置いている場合、子どもの乗る踏み台は頑丈で安定したものにする。 
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居間 

 
 

【ねらい】安全だと思われる家の中にも、危険なことがあることを理解する。 
自分より小さな子にはより危険が高いことを理解する。 

  
○おもちゃを散らかさない。 
○とがったものを床に置かない。 
○小さな子への目を離さない。 

 
！おもちゃなどが散らかっていると、踏んで転ぶ。 
！ハサミや鉛筆など、とがった物は目をついたりして危険である。 
！小さな子がいるときは、口に入る大きさの物や触ったら危険な物は、手の届くところ

に置かない。スーパーボール、小さなおもちゃの入ったカプセルなどを口に入れて窒

息死した事故がある。 
！ポットのコード、テーブルクロスなどは小さな子がひっぱって、テーブルの上の物が

落ち、怪我ややけどをすることがある。 
！ゲームやテレビなどに夢中になっているときは、自分の周りで起きていることに気が

付かないので、事故に気づくのが遅れる。 
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風呂場 

 
 
【ねらい】風呂場は、子どもも大人もリラックスする場所。しかし、水の事故や、裸での

怪我は、より大きな怪我になることを理解する。 
 
○風呂場は、お湯、石鹸などで滑りやすい。はしゃがない。 
○小さい子が溺れないよう注意する。 
○洗剤に注意する。 

 
！幼児は身体に対して頭が重いので、のぞき込むだけで浴槽に落ちるおそれがある。 
！大人が髪を洗っている時などは、子どもの危険にすぐに対処できない。 
！石鹸で滑って転ぶと、頭を強く打つこともあり、怪我をするおそれがある。 
！入浴剤によっては、すべりやすい成分などが含まれていることがある。浴槽の中で滑

って転ぶと、浴槽に胸などを強打し大きな事故になりやすい。入浴剤の入っている浴

槽に入る時は特に注意が必要である。 
 
！その他、風呂洗い洗剤は、混ぜると有毒ガスを発生するものもあり、大人が使用する

場合も注意が必要。風呂洗いするときは、必ず使用上の注意をよく読み、子どもだけ

では使わない。 
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２．紙芝居「おもちゃだって危険！」解説 

                 
（１）ねらい  

この紙芝居は、製品事故と消費者市民社会をテーマに作成しています。 
おもちゃで遊んでいるときに指を挟んで怪我をしたことを大人へ伝えることができ、

このことを通じて、他の人も怪我をしているのではないかと思いつく、お店の人に伝

えることにより、同じ怪我をする人を防ぐことができる、というストーリーです。 
 
一般的には、販売店やメーカーなどに改善を申し出る機会はなかなかないと思われま

すが、よりよい社会をつくるため、意見を伝えていくことが大切です。販売店やメー

カーに申し出ることもできるのだ、ということに気付いてもらえることを目的として

います。 
 
児童にとって、何かあったとき、問題が起こったときに、きちんと先生や親などの大

人に伝えることは大切なことです。大人に伝える練習として、妹が怪我をした様子を

お兄ちゃんが家の人にどう伝えるか、考えるワークを取り入れています。 
この紙芝居では触れられていませんが、実際の生活で製品事故にあったときは、近く

の消費生活センターに連絡することが大切です。消費生活センターでは事故情報、危

険情報を集め、事故防止に役立てています。情報は事故情報データバンクシステムに

登録され、消費者庁や国民生活センターのホームページ（資料編 P.44 参照）で、事故

情報を検索・閲覧することができます。 
 

注）怪我をしたおもちゃは、粗悪品を前提としており、安全なおもちゃを選択するための重要な 

手掛かりとして、この後ＳＴマークなどの安全マークを紹介しています。 

 
（２）使い方 

プリントアウトすれば、通常の紙芝居として使用できます。 
音声が自動再生する紙芝居データ（パワーポイント）や音声データの貸出もしていま

す。貸出申請書は消費者庁ＨＰより入手できますので、是非、御活用ください。 
 また、ワークシートと併せて使用することもできます。 
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（３）内容 
場面 イラスト 内容（音声） 
１ 

 

妹：お兄ちゃん、おもちゃの車、使っていい？ 
兄：ふーちゃんは、まだ小さいから、遊ぶのは危ないから

駄目だよ。 
ナレーション：それでも妹のふーちゃんは、お兄ちゃんの

おもちゃの車で遊び始めました。 
２ 

 

妹：ぎゃー。痛い！痛い！ 
ナレーション：ゲームをしていたお兄ちゃんはびっくりし

て顔をあげました。ふーちゃんがおもちゃの車で指を切

っています。指から血が少し出てきました。 
３ 

 

ナレーション：お兄ちゃんは慌ててティッシュを持ってき

て指を押さえています。ふーちゃんの泣き声に驚いたお

母さんも飛んできました。 
【ワークあり（音声データは一旦停止）】 

４ 

 

【ワーク実施後開始】 
兄：ふーちゃんが、おもちゃの車で遊んでいたら、突然泣

き出したんだ。指から血がでていてびっくりしたよ。ぼ

く、ティッシュで押さえたんだよ。 
５ 

 

ナレーション：お母さんはふーちゃんに絆創膏を貼ってい

ます。 
母：痛かったね。もう大丈夫。すぐに治るよ。お兄ちゃん、

ちゃんと手当してくれたのね。ありがとう。 
ナレーション：お兄ちゃんは、おもちゃの車をじっと見て

います。 
兄：お母さん、ここだよ、このすき間にある大きなトゲで

指を切ったんだ。 
６ 

 

母：このおもちゃの車のすき間にトゲに触れないようにビ

ニールテープ貼っておくね。 
兄：うん。でも、これ不良品だよ。もうこれでは遊ばない。 
母：そうね。ふーちゃんも不良品で遊んじゃ駄目。それに、

お兄ちゃんのおもちゃには、小さいふーちゃんには、危

険なものもあるの。だから、お母さんやお兄ちゃんが駄

目と言ったら遊んじゃ駄目よ。 
妹：うん。 
兄：他にも怪我をした子はいないのかな？ 
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妹：その子も痛かったかなあ・・・。 
母：よく気が付いたわね。そうね。他にも怪我をした子が

いるかもしれないわね。 
兄：こんなトゲがなければいいのに・・ 
母：そうね。 
兄：今度これを買ったお店に行ったときに、教えてあげよ

うよ！ 
母：そうね、そうしましょう。 

7 

 

ナレーション：おもちゃを買ったお店に着きました。お兄

ちゃんは車のおもちゃを店員さんに見せました。 
兄：おじさん、あのね。このおもちゃの車の裏、ここのす

き間の所に大きなトゲがあるでしょう。このトゲでふー

ちゃんが指を切って怪我をしたんだ。他にも切る人がい

るかもしれないし、このトゲをなくしてください。 
店員：怪我はもう大丈夫かな？ 
妹：うん、大丈夫。 
店員：おもちゃを作った会社の人に言っておくね。教えて

くれてありがとう。 
 


